
と
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
保
険
・
年
金
な
ど
は
国
家

公
務
員
と
同
様
の
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▽
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　

〜
４
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
当
日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

▽
申
込
方
法

　

所
定
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
ず
郵
便
局
の
窓

口
で
簡
易
書
留
郵
便
扱
い
に
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

　

人
等
職
員
採
用
実
施
委
員
会

　

☎
０
８
２-

４
２
４-

５
６
１
６

　

HP http://hom
e.hiroshim

a-

　

u.ac.jp/jinji/shiken/index.

　

htm
l

 

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

 

不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
不

具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
、
自
動
車
に
発
生
し
た
不
具
合

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
不
具
合
情
報
を
分

析
し
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル
の
実
施

や
リ
コ
ー
ル
隠
し
な
ど
の
不
正
行

為
の
防
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
窓
口
は
、メ
ー
カ
ー

な
ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
、
故

障
の
修
理
な
ど
個
人
的
な
相
談
を

行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先

　
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
）

　

☎
０
１
２
０-

７
４
４-

９
６
０

　

自
動
音
声（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

　

☎
０
３-
３
５
８
０-

４
４
３
４

　

HP http://w
w
w
.m
lit.go.jp/

　

jidosha/carinf/rcl/index.

　

htm
l　

 

気
を
付
け
ま
し
ょ
う　

 

危
険
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪

  

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ

イ
ト
の
料
金
を
請
求
さ
れ
る
「
架

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
生
活
安
全
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０

 

７
月
か
ら
有
料
に
な
り
ま
す

 

岡
山
空
港
第
１
駐
車
場

　　

岡
山
空
港
か
ら
は
、
東
京
、
那

覇
、札
幌
（
季
節
運
航
）、ソ
ウ
ル
、

上
海
、
グ
ア
ム
、
北
京
・
大
連
の

定
期
便
が
あ
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便

や
乗
り
継
ぎ
便
を
利
用
す
れ
ば
、

ア
ジ
ア
諸
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ハ

ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
な
ど
の

世
界
各
地
に
移
動
で
き
ま
す
。

　

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
岡
山

駅
や
倉
敷
駅
か
ら
は
バ
ス
が
、
倉

敷
・
水
島
エ
リ
ア
か
ら
は
定
額

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
最

も
近
い
第
１
駐
車
場
は
、
７
月
１

日（
金
）か
ら
有
料
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
改
修
工
事
の
た
め

６
月
末
ま
で
、
送
迎
ま
た
は
障
害

の
あ
る
人
を
除
き
、
第
１
駐
車
場

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
第
２
〜
４

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

▽
開
催
日　

３
月
12
日
（
土
）・

　

13
日
（
日
）　

※
梅
ウ
ォ
ー
ク
は
、
午
前
10
時
か

　

ら
行
い
、参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

史
跡
に
入
る
場
合
は
、
入
場
料

　

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

　

顕
彰
保
存
会

　

☎
０
８
６
９-

６
７-

１
４
３
６

 

岡
山
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
す

 

情
報
誌
「
Ｏ
・
Ｑ
」

　

若
年
層
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
観
光
旅
行
離
れ
が

顕
著
な
若
者
た
ち
の
潜
在
的
観
光

ニ
ー
ズ
を
喚
起
す
る
た
め
、
岡
山

県
で
は
、
県
内
各
地
域
に
あ
る
隠

れ
た
地
域
資
源
や
魅
力
あ
る
情
報

を
、
若
い
感
性
で
丹
念
に
発
掘
・

収
集
し
た
情
報
誌
「
Ｏ
・
Ｑ
（
お

か
や
ま
ク
エ
ス
ト
）」
を
発
行
し

ま
す
。

　

近
年
、
若
者
た
ち
の
間
で
は
歴

史
や
文
化
、
鉄
道
な
ど
に
興
味
を

持
ち
、
知
識
や
教
養
を
高
め
る
志

向
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
Ｏ
・
Ｑ
」
は
、
こ
の
よ
う
な

多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

観
光
ル
ー
ト
や
特
産
物
、
地
域
グ

ル
メ
な
ど
を
多
く
の
カ
ラ
ー
写
真

と
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で

紹
介
し
た
情
報
誌
で
す
。

　

３
月
下
旬
に
県
内
の
コ
ン
ビ
ニ

や
観
光
案
内
所
な
ど
で
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
経
営
支
援
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
５
４

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
常
設
展

 

館
蔵
作
品
展　

響
き
合
う
二
人

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
所
蔵
作
品

の
う
ち
佐
竹
徳
画
伯
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
金
山
平
三
画
伯
の
作
品
を
公

開
し
、佐
竹
作
品
と
と
も
に
展
示・

紹
介
を
し
ま
す
。

　

を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
３
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

市
民
大
学
講
座
と
し
て
お
な
じ

み
の
「
せ
と
う
ち
村
塾
」
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

岡
山
弁
護
士
会
会
長
の
田
淵
浩

介
氏
を
招
き
、「
遺
言
書
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
題
し
て
講
義

を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

３
月
13
日
（
日
）

　

午
後
１
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

　

明
治
16
（
１
８
８
３
）
年
、
兵

庫
県
神
戸
市
に
生
ま
れ
た
金
山
画

伯
は
、
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東

京
藝
術
大
学
）を
首
席
で
卒
業
後
、

33
歳
、
34
歳
の
と
き
に
続
け
て
文

展
で
特
選
受
賞
、
36
歳
で
第
１
回

帝
展
の
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、

早
く
か
ら
日
本
洋
画
界
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
中
央
画

壇
を
去
っ
た
後
も
日
本
各
地
の
風

景
を
描
き
続
け
、
昭
和
32
年
に
は

日
本
芸
術
院
会
員
と
な
り
、
昭
和

39
年
に
逝
去
。
風
景
画
や
芝
居
絵

が
有
名
で
す
。

　

こ
の
金
山
画
伯
は
佐
竹
画
伯
と

親
交
が
あ
り
、
二
人
は
15
歳
ほ
ど

も
歳
が
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
芸

術
家
と
し
て
お
互
い
を
認
め
合

い
、
尊
重
し
、
深
い
信
頼
関
係
で

結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
作
品
は
東
京
国
立
近
代

美
術
館
や
兵
庫
県
立
美
術
館
な
ど

に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
岡
山

県
で
は
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
て
展

示
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
佐
竹
作
品
と
と
も

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
会
期　

４
月
10
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

空
請
求
」
メ
ー
ル
や
、
年
齢
確
認

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で

料
金
が
請
求
さ
れ
る
「
不
当
請
求

（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
）」
に
よ
る
詐
欺

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

明
確
な
「
有
料
」
の
表
示
が
な

い
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
一
切
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
メ
ー
ル

は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
メ
ー
ル
の

返
信
や
送
信
元
へ
の
問
い
合
わ
せ

は
、
個
人
情
報
が
さ
ら
に
相
手
に

漏
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
か
え
っ
て

危
険
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
手
軽
に

利
用
で
き
ま
す
が
、
子
ど
も
に
悪

影
響
が
あ
り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
が
あ
る
情
報
と
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も

に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
た
り

す
る
と
き
は
、
有
害
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
「
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
を
必
ず
活

 

募
集
し
ま
す

 

国
立
大
学
法
人
等
職
員

　

国
立
大
学
は
、
平
成
16
年
に
法

人
化
さ
れ
ま
し
た
。
国
が
直
轄
し

て
い
た
行
政
機
関
で
は
な
く
自
ら

運
営
の
責
任
と
権
限
を
持
つ
組
織

へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

運
営
の
重
要
な
一
端
を
担
う
こ

と
に
な
る
職
員
の
役
割
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
問
や
文
化
の
継
承
を
通
じ
て

社
会
に
貢
献
し
、
時
代
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
大
学
に
な
る
た
め
に
も

若
者
ら
し
い
新
し
い
感
覚
、
柔
軟

な
発
想
、
大
胆
な
行
動
力
を
必
要

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
駐
車
料
金　

１
時
間
ま
で
無
料

　

１
時
間
を
超
え
て
以
降
、
１
時

　

間
当
た
り
１
０
０
円
、
１
日
当

　

た
り
５
０
０
円
を
上
限

※
障
害
の
あ
る
人
お
よ
び
そ
の
介

　

護
者
が
使
用
す
る
車
輌
な
ど
は

　

無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
航
空
企
画
推
進
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
９
２

 

美
し
い
梅
林
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

旧
閑
谷
学
校
観
梅
の
会

　

国
の
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
で

は
、「
観
梅
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

校
門
前
に
植
え
ら
れ
て
い
る
梅

林
の
白
梅
・
紅
梅
や
、
椿
山
の
椿

を
愛
で
な
が
ら
、
早
春
の
閑
谷
を

楽
し
み
ま
す
。
恒
例
の
梅
ウ
ォ
ー

ク
は
、
閑
谷
川
沿
い
の
土
手
道
に

沿
っ
て
石
門
か
ら
旧
道
を
経
て
福

神
社
・
日
暮
池
を
巡
る
コ
ー
ス
を

解
説
付
き
で
歩
き
ま
す
。

　

ま
た
、
有
志
に
よ
る
ホ
ル
ン
演

奏
会
、
う
ど
ん
・
お
で
ん
な
ど
の

軽
食
店
が
出
店
す
る
ほ
か
、
収
蔵

品
特
別
展
示
や
孔
子
像
の
特
別
公

開
も
行
い
ま
す
。

岡山の魅力が満載の「Ｏ・Ｑ」岡山の魅力が満載の「Ｏ・Ｑ」岡山の魅力が満載載の「Ｏの「Ｏ Ｑ・Ｑ」




